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越谷市市民活動支援センター 

NPO法人 越谷市郷土研究会 地誌研究倶楽部  令和 7年 9月 25日(木）9：30～11：30 

「越ヶ谷宿のおはなし」          

     平成 30 年 11 月 21 日作成、令和７年９月改訂、加藤幸一 

 

１．日光街道と大名行列  

ア．日光街道の名称 

江戸時代の初期は「東海道」のように、「〇〇海道
かいどう

」と書かいて「日光海道
かいどう

」「奥州海道
かいどう

」「甲州海
かい

道
どう

」とした。すると享保
きょうほう

元年（1716）、新井白石は海がないのに「日光海道」「奥州海道」「甲州海

道」というように海の道と書くのはおかしいと言って、「日光道中
どうちゅう

」「奥州道中
どうちゅう

」「甲州道中
どうちゅう

」とす

ることが適当であるとの進言が出された。以後は幕府としての公式名称は「海道」ではなく「道中」と

なり、公式な文書では「日光海道」ではなく、「日光道中」のようにすべて「道中」となる。しかし、

庶民の間では「日光海道」のように、その後もあいかわらず「海道」が使われていた。一方、現在見ら

れる「日光街道」の名称は天保年間によく見られるようになり、今日ではそれが一般に浸透している。 

なお、「日光道中」との名称の初出は新井白石が「道中」と指摘する９０年前に既にあった。「徳川実

紀」の中の寛永元年（1624）の記述である。 

 

イ．日光街道の宿場
しゅくば

 

江戸を出発し、第１の宿場は千住、次に草加、越ヶ谷、粕壁、杉戸、幸手、栗橋と続き、栗橋の関所を

通過して船で対岸の中田に渡る。次は古河、その先の宇都宮で奥州街道と日光街道が分かれ、鉢石
はついし

までの

２１宿が日光街道である。奥州街道は白
しら

沢
さわ

から白河
しらかわ

までが正式の宿場。その先は青森の三厩
みんまや

まで通じる。 

 

ウ．日光街道を通る大名行列 

奥州（東北）の大名４１家が参勤交代の大名行列として日光街道を利用する。仙台藩の伊達氏、秋田藩

の佐竹氏、会津藩の松平氏などである。このような大藩の大名行列を「大通行」と呼んだようである。 

各大名の江戸参勤の時期は、正月が１家、２月が６家、４月が１７家、５月が１家、６月が１８家、 

８月が８家の合計４１家で、時期を分散して江戸に参勤していたことがわかる。 

大名行列は現代の軍隊の行列にあたり、夜明け前の暗いうち（七
なな

つ立
だ

ち）に第一陣、その後に本隊が出

発、日が暮れるまで行軍。宿場や江戸に入る時などに限って庶民に権威を見せびらかすために、ゆっくり

歩いて演出、それ以外は隊列を組まずにさっさと早歩きでひたすら進む。庶民の歩行速度は一日１０里

（40 ㎞）という早足であるが、大名も同程度のようで早朝から夕方まで急ぎ足で歩いた。 

大名行列でよく聞く「下に下に」（当時の言い方は十返舎一九の「東海道中膝栗毛」の記述によると

「下ぁに、下ぁに」と思われる）は、「下に居
お

れ」を略したもので、「下に座れ」という意味である。決

して「土下座せよ」という意味ではない。江戸時代の「下に下に」とは、行列の邪魔になるから、道の
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脇にすわって通過を待ちなさいとの意味である。そうすれば隊列が襲われる心配もなく安心して演出で

きる。将軍家と御三家の紀伊家、尾張家や日光御門主に限られていた。（水戸藩主は常時江戸在住） 

一般の大名行列の場合は、庶民は普通に立ったまま、まるでパレードでも見るかのように楽しんで見

学していた。一般の大名の場合には「脇寄れ、脇寄れ」、「片寄れ、片寄れ」「寄れい、寄れい」とか

「避
さ

けい、避けい」といった掛け声を掛け、庶民は邪魔をしなければ立ったまま大名行列を見物しても

決して無礼には当たらなかったという。 

大名行列の時の庶民の例外として「飛脚
ひきゃく

」と「産婆
さ ん ば

さん」だけは、大名行列の前を横切っても、立ち止

まらなくても許されるという“特権”があった。 

 

エ．第 2 代将軍秀
ひで

忠
ただ

の日光社参（日光東照宮の参詣）の苦労話 

元和２年（1616）４月 17 日 徳川家康が亡くなり、その夜、静岡の久能山に埋葬される。江戸時代全

般を通して将軍の日光社参は 18 回行われる。うち秀忠と家光の二人の同行が１回、２代将軍秀忠のみが

４回、３代将軍家光のみが９回である。元和３年４月 13 日に２代将軍秀忠による最初の日光社参がおこ

なわれる。その時の詳細が『徳川実
じっ

紀
き

』に以下の通りに書かれている。 

将軍秀忠の社参は、出発の前日までは未曽有の大
だい

風雨であり荷物持ちの僕
しもべ

の中には、千住・草加二里

の間で風雨に打たれて死んだ者が十三人。出発当日も入間川（現在の千住大橋に架かる隅田川）が増水し

て千住の大橋が押し流されそうだったので、小石を詰めた俵、数万俵を橋下へすきまのないほど水中に

沈めた。（『日野資勝』の記録によると、この時、大風であったが晴天。）こうして将軍一行はつつがなく

橋を渡ることが出来たが、後陣の牧野ら十三騎は（増水する入間川の水流に巻き込まれて馬ごと）水に流

された。かろうじて泳ぎあがったものの、溺死
で き し

したものが三人いたという。👉『日光街道繁昌記』6 頁 

   このとき、日光への奥州道には既に（仮の？）宿場ができ、人馬の宿継ができていたはず 

 

オ．日光例
れい

幣使
へ い し

の日光社参（日光東照宮の参詣） 

ルートは、京都の御所
ご し ょ

を出発、中山道
なかせんどう

、倉賀野
く ら が の

から例
れい

幣使
へ い し

街道を使って日光へ向かう。日光社参が終わ

ると、日光街道を使って越ヶ谷宿を通り、江戸の将軍に挨拶する。 

神前に供える御供米
ご く ま い

（５～６粒を菊のご紋章
もんしょう

を押した紙に包んだもの）を休憩や宿泊の時に宿泊代の

一部のように渡したので、例幣使の公家
く げ

側からすると宿泊代は少なくて済んだという。 

その御供米には病気が治るとの迷信があって、競って庶民が神棚
かみだな

にあげた。例幣使（公家）が入浴した

湯は薬湯
やくとう

（せんじぐすり）としてありがたく飲んだ。他に「ゆすり・例幣使の駕籠落ち」、古い幣帛の初穂料。 

例幣使は明和年間〈1764～〉以来、帰りに越ヶ谷宿の市神様の宮司須藤摂津の昼食接待を本陣（八右衛門家）で受けた。 

その他の日光街道を使った日光社参として「朝鮮通信使
つうしんし

」（「通信」とは信
まこと

を通ずという意味で、今日

でいう友好使節団、将軍が代わるごと江戸時代を通して１２回）や「琉球慶賀使
け い が し

」（将軍が変る時）・「琉

球謝恩使」（琉球国王即位の報告の時）があげられる。 

 

 カ．日光御門
ご も ん

主
しゅ

 

将軍を除くと、日光街道で一番重要視されているのが「日光御門主」である。日光御門主とは、日光山
にっこうさん
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輪
りん

王寺
の う じ

の門跡
もんぜき

（皇族の住職）を江戸幕府の側から立った呼称。上野の東叡山
とうえいざん

寛永寺の貫
かん

主
しゅ

も兼ねている。

庶民からは上野宮
うえののみや

様、公家からは輪王寺宮
みや

様
さま

と呼ばれていた。 

日光御門主をお迎えする越ヶ谷宿の問屋
と い や

の対応は、問屋は麻
あさ

裃
かみしも

の礼装姿、二人の年寄は股引
ももひき

をはいた

礼装姿で日光御門主様を丁重に迎え接した。 

《日光御門主の本陣差合
さしあい

》 

差合
さしあい

とは、かちあうこと。つまり本陣差合とは、本陣の宿泊客が何かの手違いでかちあうこと、ダブル

ブッキングのことである。それにより本陣利用者同士の争いが生じた。越ヶ谷宿の福井家本陣における

本陣差合の具体例をあげる。 

文政１３年（1830）、日光御門主の名代
みょうだい

が日光からの帰り道に越ヶ谷宿の福井本陣に突然宿泊する旨

を伝える。本陣には先約として岩槻に向かう浄
じょう

国寺
こ く じ

の住職が入っていた。あとから来た日光御門主の名

代は、本陣と問屋
と い や

の宿
しゅく

役人に断られる。それに激怒した名代は早速明け渡せと迫るが丁重に断る。既に

夜となっていた。後日、本陣と問屋の宿役人は奉行所に呼び出され、日光御門主の名代に対する扱いには

粗相
そ そ う

のないようにと訓示
く ん じ

されるが、差合の時の対応のことはお咎
とが

めなしとなった。👉『越谷市史』863 頁 

 

２．本陣と旅籠 

越ヶ谷宿の越ヶ谷町は商店が多く商業が中心となって栄えているが、越ヶ谷宿の大沢町は下組
しもぐみ

や中組
なかぐみ

に旅籠屋や茶屋が多くあり宿泊業が中心である。その下組には大名などを宿泊させる本陣があった。 

旅籠屋の宿賃は食事つきでおおよそ銭２００～３００文のようである。 

ア．本陣 

大名や幕府の高官、寺院の門跡
もんぜき

（皇族の住職）や公家などを休泊させる幕府公認の宿屋である。       

門構え、式台
しきだい

付き玄関、上段の間
ま

を備える。越ヶ谷宿では、大沢町の下組（現・大沢一丁目）の日光街道

と野田街道の追分
おいわけ

に福井家が経営した本陣がある。本陣の主人（名主）は常時 裃
かみしも

を着て、帯刀
たいとう

している。 

 

イ．脇
わき

本陣 

本陣の補助的休泊施設である。本陣に泊まり切れない時には受け入れるが、普段は旅人の旅
はた

籠屋
ご や

（平
ひら

 

旅籠）としての営業を行う。本陣にみられる式台付き玄関や床
とこ

の間
ま

程度は備えている。 

 

ウ．御用
ご よ う

旅籠（御用
ご よ う

宿
やど

） 

幕府から御用を承るという意味からか、平旅籠（遊女などを置かない一般の旅籠屋）の中から脇本陣と

同様に幕府や諸藩の公用旅行者を宿泊させた幕府指定の旅籠のこと。「本陣付きの御用旅籠」と称された。 

大
だい

大名は本陣、脇本陣、御用旅籠、一般の旅籠に宿泊し、それでも足りずに商家
しょうか

や農家にも分宿するこ

とが珍しくなかった。大名にとっての参勤交代の費用は藩財政の一割以上を占めるところもあり、財政

上とても厳しかった。 

《帰国の途につく大名の旅費不足に困り果てた奇策》 

仙台藩の伊達氏が帰国のときに、旅費が不足したために幕府に借金を願い出たが、断られたので千住を

過ぎたところで野営の陣を構えて盛んに銃を連発した。これに困った幕府はしかたなくお金を貸したと
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いう。👉『日光街道繁昌記』」199 頁 

《御用旅籠を拒み続けた・つちや所
しょ

左
ざ

衛門
え も ん

》 

 文化１３年（1816）の大沢町大火後のことである。 

① 御用旅籠屋の所左衛門は早くも再建したが、宿泊に公用旅行者を取るようにとの宿
しゅく

役人の依頼を無

視し、只今満員だ、家内
か な い

に病人が出たとか言い訳をして、利益のあがる一般の旅人しか取らなかった。 

② 問屋の宿
しゅく

役人は幕府の役所に訴えると、つちや所左衛門は詫
わ

び書
しょ

を入れた。 

③ ところが所左衛門は詫書
わびしょ

に反し御用宿
やど

の受け入れを拒み続けた。それを真似する御用旅籠も出てきた。 

④ 宿
しゅく

役人は幕府の役所に訴えた。役所は旅籠屋を大中小の３つに格付けして、所左衛門は規模が大き

いので大宿
おおやど

に属した。しかし、その後も所左衛門は御用宿の受け入れを拒み続けた。 

⑤ 三度目の訴訟が行われる。幕府の役所は所左衛門を牢に入れてもよいが、咎人
とがにん

を出すことは本意
ほ ん い

では 

ないとして内済
ないさい

することを勧めたので、互いに示談
じ だ ん

したという。👉『越谷市史一』877 頁 

 

エ．飯
めし

盛
もり

女
おんな

 

宿駅の旅籠屋で旅行者相手に寝食の世話をした幕府黙認の売春婦である。宿場の旅籠屋で客に出す

飯盛
めしもり

（給仕
きゅうじ

奉公
ぼうこう

）だけではなく実際には遊女
ゆうじょ

奉公もした。したがって契約証文も一般に永代売
えいたいうり

（永久に売

渡すこと）または借金の担保として質
しち

入れの形がとられた。普通の宿場では、旅籠屋一軒につき飯盛女二

人ずつと定められていたが、各街道の出入り口にある品川・板橋・千住・新宿にはそれ以上の人数が許さ

れていた。 

初めは万
まん

治
じ

2 年（1659）、幕府の東海道宿駅における遊女禁止令とともに出現したという。公認の遊女

と違って衣類は華美でなく、木綿
も め ん

着用と規定されていたが、次第にくずれ事実上遊女化
ゆうじょか

した。飯盛旅籠に

は一軒に二人を置くのが原則であるが、法の網をくぐって下女
げ じ ょ

の名目で抱えた女に売春させる例も少な

くなかった。幕府の正式名は「食売
しょくばい

女
おんな

」で、公式文書では「食売女」としてみられる。 

【越ヶ谷宿】 

寛
かん

文
ぶん

２年（１６６２）に藤屋
ふ じ や

伊
い

兵衛
へ え

によって大沢に飯盛旅籠が誕生した（「大沢町古馬筥
こ ま ば こ

」）。その後、

飯盛旅籠は大沢下組
しもぐみ

（現・大沢一丁目）に多く見られるようになる。享和
きょうわ

２年（1802）、大沢町の人口は

男７９１人、女９４１人で、女が男よりも１５０人多かったのはそのことを物語っているのであろう。 

江戸初期においては宿場の遊女は禁止されていたが、後に飯盛旅籠一軒に付き一人の飯盛女は許され

るようになる。さらに享保
きょうほう

年間（1716～35）からは、飯盛旅籠屋一軒に付き二人の飯盛女を抱えること

を正式に認められた。それと同時に飯炊
め し た

きなどの雑用をする下女
げ じ ょ

に対して華美な服装をすることを禁止

したり、麻や木綿の粗末な服を着るようにとのお触れを出したりして遊女まがいの行為を防ごうとした。

しかし、飯盛女を抱えた旅籠屋の違反とその取り締まり（手入れ）との間でイタチごっこがみられた。 

違反の一例をあげると、明和
め い わ

元年（1764）の飯盛女で知られる品川宿はあわせて飯盛女５００人と制

限されていたが、実際にはその倍以上はいたと推定されている。 

飯盛旅籠は、取締りがあるにもかかわらず盛況であって、町に納める税が多く、御用宿
やど

の不足費用や宿

場の臨時の費用を補うことができたので、宿場としては幕府役人が飯盛旅籠を厳重に取り締まってほし

くなかった。厳重に取り締まると宿場自体が財政難で潰れてしまうのではとの心配があったからである。 
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飯盛女の出身地は享保
きょうほう

年間までは江戸であったが、後には越後
え ち ご

（新潟県）出身者によって占められ

るようになる。 

 

３．宿場と伝馬
て ん ま

（人馬
じ ん ば

継立
つ ぎ た

て） 

ア．宿場 

街道筋で、荷物の運搬に要する人馬
じ ん ば

（人足
にんそく

や馬）の継
つぎ

立
たて

（宿
しゅく

継
つぎ

）や旅人の宿泊をおこなった宿駅
しゅくえき

のこ

とで、江戸時代はこれを「宿場」と呼んだ。 

人馬とは宿場において荷物の運搬のためにあてた継立用（宿継用、宿
しゅく

送り用）の人足や荷物を運ぶ駄

馬（伝馬
て ん ま

）のことである。 

宿駅の「宿
しゅく

」は私営の駅家
え き か

（うまや）、「駅
えき

」は官営の駅家がもともとの意味である。それぞれ別々で

あったが、宿と駅を合せて宿駅と呼ぶようになり、江戸時代になると宿場
しゅくば

と呼ばれるようになった。 

 

イ．伝馬
て ん ま

 

伝馬とは各宿場において幕府や諸藩のために荷物の運搬にあてた継
つぎ

立
たて

用（宿
しゅく

継
つぎ

用）の馬のことである

が、広い意味では伝馬の制度をさす。街道筋に二里か三里ごとに宿場を設置している。荷物の運搬のため

に人馬（人足や荷物を運ぶ馬）を宿場から宿場へと次々とバトンタッチする駅伝のようなリレー方式で

輸送が行われた。本来は幕府や諸藩などの公用のための制度であるが、民間の荷物の運搬にも利用した。

人馬は地元の宿場と宿場の間を往復して宿継を行っている。戻りは人馬の疲労を考えて空荷が原則。 

 

ウ．人馬
じ ん ば

 

慶長六年（1601）江戸幕府は東海道の宿駅に３６匹ずつの伝馬を常備させ、宿場居住者から人足と馬

とを徴発（取り立てを）した。これがのち五街道に広まり、東海道の各宿は「御定
おさだめ

人馬」（常備人馬）が

１００人１００匹、中山道は５０人５０匹、その他の街道は２５人２５疋を原則とした。これは馬役
うまやく

と

歩行
か ち

役
やく

に分れたが、交通量の増大に伴い御定人馬では需要に応じきれず、助郷
すけごう

の制を生むにいたった。 

伝馬の宿継は大八車
だいはちぐるま

や牛車
ぎゅうしゃ

などの使用は認められなかった。 

【越ヶ谷宿】 

日光街道筋の越ヶ谷宿の「御定
おさだめ

人馬」は２５人２５疋から、伝馬需要の増大もあって元文
げんぶん

元年（1736）

に５０人５０匹に増える。 

なお、「囲
かこい

人馬」という制度があり、御定人馬（常備人馬）のうち臨時非常用に備えて使用せずに囲い

置いた人馬。越ヶ谷宿では享保年間（1716～35）以後に見られ、人馬５０人５０疋のうち囲人馬は１０

人１０疋であった。 

囲人馬が名目だけで、実質は常備人馬の減少を意味するようになると、その不足分を補うため助郷の

村々にとっては人馬の要請は増えていき、助郷への依存が増大していく。 

 

エ．伝馬の料金 

幕府の公用の馬（伝馬）であれば原則無賃（御朱印
ごしゅいん

人馬や御証文
ごしょうもん

人馬※）であるが、有料の場合もあり、

伝馬とは、人馬継立のことで、馬と人足で宿場から

宿場へとリレー形式で人や物資を輸送することであ

る。今日の駅伝にその形態が残っている。 
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その時の料金を「御定
おさだめ

賃
ちん

銭
せん

」と呼ぶ。庶民は公用外なので問屋場
と い や ば

では扱わない。実際には旅人が宿場や

往還
おうかん

端
ばた

にいる駕籠
か ご

かきや馬子
ま ご

に直接交渉して人馬を調達した。その時の駄賃
だ ち ん

の決め方が「相対
あいたい

賃
ちん

銭
せん

」と呼

ばれ、御定賃銭の２倍程度の相場で取引されていた。これは「伝馬
て ん ま

」（無料）に対して「駄賃
だ ち ん

馬
うま

」（有料）

と呼ばれた。  ※御朱印人馬とは、将軍が発行する無賃
む ち ん

人馬使用の許可証（公家、門跡寺院など） 

※御証文人馬とは、幕府の老中
ろうじゅう

や勘定
かんじょう

奉行などが発行する無賃人馬使用の許可証。 

        ※大名は、一部は御定賃銭を利用するが、大部分は相対賃銭のようである。 

オ．伝馬屋敷 

伝馬役負担者のいる屋敷。この屋敷の間口
ま ぐ ち

の広さや面積ないし持ち高
だか

に応じて馬役
うまやく

（伝馬役）、歩行
か ち

役

が賦課
ふ か

され、そのかわりに屋敷の地子
じ し

（屋敷地の年貢のことで、現代の地代
じ だ い

）は免除される場合が多かっ

た。問屋場
ば

のさまざまな諸経費は伝馬屋敷の伝馬百姓（本百姓
ほんびゃくしょう

）によって賄っていたのである。 

街道筋の商店は、間口は狭いが奥行きがあって「鰻の寝床」と呼ばれ、ずっと奥まで続いていた。 

【越ヶ谷宿】 

表の間口６間（１０．８ｍ）以上の「伝馬屋敷」の伝馬役百姓は伝馬役（馬役
うまやく

）として馬一匹を負担さ

れる一軒役、６間未満の「伝馬屋敷」の徒歩役
か ち や く

百姓は人足一人を負担される半軒
はんげん

役
やく

であった。馬一匹の負

担は人足二人分の負担に相当することになる。実際の負担の割合は、徒歩役は馬役の三分の一程度の負

担のようである。馬役の伝馬屋敷も徒歩役の伝馬屋敷も、ともに本百姓身分として町政
ちょうせい

に参加した一人前
いちにんまえ

の町人
ちょうにん

である。それに対して伝馬屋敷以外の「地
じ

借
がり

」（土地を借りている人）や「店
たな

借
がり

」（屋敷を借りて

いる人）は町政には参加できなかった。越ヶ谷宿などの宿場は行政面では百姓としての村扱いであるが、

交通面では宿場としての町扱いとして扱われた。 

越ヶ谷町も大沢町も伝馬屋敷は全体の２割、地借り・店借りは残りの８割を占めていた。 

 

カ．助郷
すけごう

 

宿場（宿駅）の常備の人馬（御定人馬）が不足する場合に、幕府または諸藩がその補充のため人馬を提

供させた宿場近隣の村（郷村
ごうそん

、むらざと）のこと。最初は臨時的なものであったが、参勤交代などによる

交通需要の増大に伴って恒常化し、宿駅には集会所・事務所として助郷会所
かいしょ

が設けられ、交代で駐在する

助郷惣代
そうだい

が置かれるようになった。なお、助郷村
むら

の人馬勤めは金銭で雇って勤める「雇
やとい

替
がえ

勤
つとめ

」は、江戸

初期においては禁止されていたが、助郷は農家にとって秋の農繁期にあたったりして助郷の人馬勤めは

農作業に大きく差し支えていたので、越ヶ谷宿では、天明年間（1781～89）になると金銭での人馬の雇

替勤めがむしろ一般的になった。 

【越ヶ谷宿】 

江戸時代初期は、伝馬の人馬の不足分を赤山陣屋からの御触書
おふれがき

で周辺の村々から人馬を徴用していた

が、元祿９年（1696）より道中奉行から助郷候補の村々が書かれた助郷帳が各問屋場に交付された。 

助郷人馬の調達の権限が赤山陣屋から道中奉行に移ったのである。その時の助郷村は２０ヶ村である。

以下の通りである。 

四町
しちょう

野
の

村・花田
は な た

村・袋
ふくろ

山
やま

村・西新井
にしあらい

村・七
しち

左
ざ

衛
え

門
もん

村・大間野
お お ま の

村・越
こし

巻
まき

村・大里
おおさと

村・大林
おおばやし

村・大房
おおふさ

村・ 

弥
や

十郎
じゅうろう

村・小林
こばやし

村・大吉
おおよし

村・登戸
のぼりと

村・西方
にしかた

村・瓦
かわら

曽根
そ ね

村・神明
しんめい

下
した

村・荻島
おぎしま

村・後
うしろ

谷
や

村・砂原
すなはら

村 
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一方、草加宿に近い蒲生・伊原
い は ら

・麦
むぎ

塚
つか

は草加宿の助郷に属し、粕壁
かすかべ

宿に近い平方
ひらかた

・大泊
おおどまり

・船渡
ふ な と

などは

粕壁宿の助郷に属した。 

特別の大
だい

通行がある時は以上の助郷（これを定
じょう

助郷という）を加えただけでは人馬が不足するので、

さらに遠くにある村々からの助郷としての協力が必要であった。これを加
か

助郷という。越ヶ谷宿の加助

郷は２国４郡にまたがる７０か村以上あり、定助郷の村々と合せると 90 か村以上になる。 

なお特別の大通行がある時は定助郷の村々の他に臨時に大
だい

助郷という制度で他村に人馬を出させたよ

うであるが、後に大助郷は定助郷に含まれるようになり、その上でさらに加助郷が生まれたようである。 

 

キ．助郷差
さし

村
むら

 

差
さし

村
むら

とは、宿駅又は助郷村が、課役の減
げん

勤
きん

、休役
きゅうやく

を道中
どうちゅう

奉行に願い出る際、それに代わる特定の村を

指定すること。この場合、相手の村
むら

高
だか

や領主などを記した差
さし

村
むら

高
だか

書上
かきあげ

帳などを提出した。 

【越ヶ谷宿】 

享保 11 年（1726）になると、瓦曽根・西方・大吉の各村では、松伏
まつぶし

溜
ため

井
い

や瓦曽根溜井関係の負担があ

るために助郷から除かれた。そのかわりに下間
し も ま

久里
く り

・上間
か み ま

久里
く り

・川崎・向
むこう

畑
ばたけ

が助郷に加わった。これを

助郷差
さし

村
むら

というが、助郷差村について説明を加えると、次の通りである。 

宿駅又は助郷村が、課役の減勤・休役を道中奉行に願い出る際、それに代わる特定の村を指定する必要

がある。助郷差村である。助郷ができないとされる村ができるであろうと思われる村に差し替えるので

ある。差し替えられた村にとってはとんでもない迷惑な事である。差村を願い出て助郷を免除された村

と、差村になって助郷を引き受けることになった村との争いが起きるのは当然のことであった。 

《差
さし

村
むら

争論》 

延享
えんきょう

元年（1744）、助郷村であった向畑・川崎の両村は、向畑・川崎に代って助郷村が免除されている

西方・瓦曽根・大吉の各村々を差村として助郷村に入れるように奉行所に訴え出た。これは却下された

が、今度は西方村のみ一村を差村となるように訴え出た。これも却下された。これに対して向畑と川崎の

代表者は納得せず、強情に奉行所の結論を拒否したために牢に入れられ、入牢中に病死した。 

👉『越谷市史一』925 頁 

ク．日光街道は東海道と比べて、周辺の村々からの助郷に負うことが大きい 

常備人馬が百人、百疋の東海道と比べ、「常備人馬が少ない日光道中では、助郷村々にその負担が多く

課せられていた」（丹治健蔵著「日光道中の人馬継立負担」92 頁・越ヶ谷宿の常備人馬は五十人、五十疋）

日光街道は他の街道と比べて、街道周辺の村々にかかる助郷の負担が大きいのである。 

 

４．宿場と問屋（といや） 

ア．問屋場（といやば） 

街道の宿場で、人馬の継ぎ立てなどの伝馬事務や業務を行っ

た所。人馬を手配したり、公文書の郵送を扱ったりした。伝馬
て ん ま

所
じょ

ともいう。 

問屋場で働く宿
しゅく

役人は、胸くらいの高さの高い場所で仕事
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をしている。これは、交渉相手の武士が激高し、抜刀して脅すことがあり、その場合の安全を考えたと言

われる。右の図では武士の供が問屋場の役人に書類を提出し（中程）、宿役人が証文と思われる文書を確

認している（向かって左端）場面である。外では人足たちが前の宿場から運ばれてきた荷物を新しい馬に

積み替えている（向かって右半分）。 

宿役人とは、伝馬業務に携わった役人で、問屋・年寄・帳付・馬差
うまさし

（人馬
じ ん ば

差）をさす。 

 

イ．問屋 

問屋は問屋場で伝馬業務を統括する責任者である。名主
な ぬ し

が兼務した。 

【越ヶ谷宿】 

越ヶ谷町の本町（会田
あ い だ

八
はち

右
え

衛門
も ん

）・中町（会田五郎
ご ろ

兵衛
べ え

）・新町の三町と大沢町の一町（江沢
え ざ わ

太郎
た ろ

兵衛
べ え

） 

の四人の名主の間で、それぞれの名主宅にて月番交代で問屋を務めた。問屋場が４か所あったのである。 

当番
とうばん

月
づき

の４人の組合せは、正月・八月・十一月、二月・四月・十月、三月・六月・九月、五月・七月・

十二月となる。 

 宝永４年（1707）になると、問屋場は越ヶ谷中町の会田五郎兵衛と大沢町の江沢太郎兵衛の２か所に 

なる。当初は隔日交代でおこなわれた。安永２年（1773）になると、伝馬業務を両町合体し、１０日交代 

でおこなわれるようになる。本間清利氏は延享 4 年（1747）に合併し「越ヶ谷宿」と唱えたとしている。 

問屋は名主が名誉職的に兼ねているが、激務の上、薄給であり、さらに公用の伝馬の取り扱い中に武士 

の傲慢さによる不法狼藉が見られることがあり、問屋を勤めることはいやがられていたのが実情である。 

【越ヶ谷宿】 

問屋は薄給である。本町の問屋は役料
やくりょう

をもらう代わりに伝馬役二軒分の役引
やくびき

（免除）があり、中町と 

新町の問屋は役料の代わりに伝馬役一軒分の役引があり、大沢町の問屋は役料もなく役引もなしである。 

《問屋での不法狼藉の例》 

天明７年（1787）、酒井雅楽
う た の

守
かみ

の家中
かちゅう

が伝馬
て ん ま

の人足の支払いをしなかったので、問屋場の文之
ぶ ん の

亮
すけ

がこれ

を咎めると酒井家の大勢の雇
やとい

人足たちが文之亮を木刀
ぼくとう

でたたいて傷を負わせた。👉『日光街道繁昌記』69 頁 

 

《問屋になりたがらなかった例》 

天保８年（1837）、本町の名主・問屋、塩屋
し お や

吉
きち

兵衛
べ え

が病気で辞退したあとの問屋を引き受ける者がなか

なか決まらなかった。ようやく年寄役の源
げん

右
え

衛門
も ん

が名主はやらずに問屋のみとの条件で引き受けたが、 

その後も紛糾した。👉『日光街道繁昌記』68 頁 

 

ウ．年寄
としより

 

問屋を補佐する役人 

【越ヶ谷宿】 

越ヶ谷町と大沢町の両町あわせて１０人から１２人いる年寄が問屋のもとで二名ずつ同様に月ごとの 

交代勤務をおこなった。問屋と同様に伝馬役一軒分の役引の負担軽減があり、役料も支給された。 
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エ．帳付
ちょうづけ

 

問屋関係の事務を処理する下
した

役人である。宿駅の問屋・年寄の下
もと

に雇用契約で働き、毎日の人馬の出入 

りなどを帳簿に記帳したり、公私旅行者の依頼に応じて宿泊その他の世話などしたりして、事実上宿場

における一切の事務を処理した。 

【越ヶ谷宿】 

享和
きょうわ

２年（1802）の例では、帳付が越ヶ谷町・大沢町の両町２名ずつ計４名が２名ずつ５日間の交代

勤務をおこなった。役引の負担軽減があり、給金が支給された。 

 

オ．馬差
うまさし

 

問屋場で荷物を運ぶ必要人馬（人足や駄馬）を差配
さ は い

する下役人。本来は「人馬差」の名称が正しい。 

宿駅で問屋、年寄などの下で人馬の用立てや指図をした。問屋と年季奉公の雇用契約を結び、運輸業務の 

実際にたずさわって、助郷の馬子
ま ご

などに権勢をふるった。 

【越ヶ谷宿】 

享和
きょうわ

２年（1802）の例では、馬差が越ヶ谷町３名、大沢町２名、両町あわせて５名が２名ずつ帳付と

同様に５日間の交代勤務をおこなった。役引の負担軽減があり、給金が支給された。 

《帳付や馬差の活躍ぶり》 

気の荒っぽい馬子や人足を指図し、かつ大名や旗本、その他の公家や門跡などに随行した家人
け に ん

（家来
け ら い

） 

らの横暴に対しても、適切な応対をしながら毎日何百人何百個という通行人や荷物の継立（宿継）を支障

なく取り仕切らねばならなかった。気転がきき、しかも度胸のあるものでなければ勤まらなかった。気が

弱い人は向いていなかったという。 

 

カ．定 使
じょうつかい

 

定使は、内外の連絡や文書の配送、問屋場の雑用等の使い走りをおこなった。 

【越ヶ谷宿】 

享和
きょうわ

２年（1802）の例では、定使が越ヶ谷町３名、大沢町１名、両町あわせて４名が１名ずつ１０日

間の交代勤務をおこなった。給金が支給された。 

 

キ．本馬
ほ ん ま

 

本馬は、馬に荷物のみを４０貫目（150 ㎏）までを限度に載せて運ぶ馬をいい、人は乗らない。宿場に

設けた駄馬である。一駄を４０貫（150 ㎏）とした。幕府公用や諸藩が一定の賃
ちん

銭
せん

で使用した。正徳
しょうとく

元

年（1711）の本馬の賃銭は、越ヶ谷と粕壁間の二里二十八丁では百六文
もん

であった。人足は５０文である。

本馬の賃銭は一里あたりでは約４０文、人足は約２０文。この正徳年間の賃銭がこれ以降の基準となる。 

 

ク．乗
のり

掛
かけ

（乗懸） 

乗掛とは荷物を運ぶ馬に人が乗ることで、駄馬
だ ば

（荷物を運ぶ馬）一頭に人が一人乗り、２０貫目までの

荷物を付けて運んだ。人が座る座布団を敷き、荷物入れの明荷
あ け に

を両側に付ける。賃銭は本馬と同額。 
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ケ．軽尻
からじり

（空尻） 

軽尻とは荷物が空
から

という意味か、人のみを乗せた馬で手荷物は５貫目まで携行できた。人を乗せない時 

本馬
ほ ん ま

の半分２０貫目までの荷を軽尻として積むことができた。軽尻の賃銭は本馬の賃銭の三分の二程度。 

 

コ．人足
にんそく

 

人足が荷物を運ぶ場合は、人足一人当たり５貫目までで、例えば３０貫目の長持ちは六人掛かりで運ぶ

ことになる。一人当たりの人足の賃銭は本馬の賃銭の半分程度である。 

なお、以上の本馬・乗掛・軽尻や人足が荷物を運ぶ時の「早追い」（急ぎ）や夜間の場合は、通常の駄

賃に対して当然ながらかなりの割増駄賃となる。 

《問屋場
と い や ば

の苦労》 

 幕府や藩を相手の商売は益が少ないばかりか、大名の荷や日光御用荷の不正が以下の方法でかなり 

横行して問屋場に損害を与えていた。肝心の儲けの出る庶民は街道を使わずに違法な舟運を利用した。 

・私的な商人の荷物を紛れ込ませて、安くすませる御定め賃銭として本来支払うべき相対
あいたい

賃銭の半分 

程度で問屋場に支払う。 

・「添
そえ

人馬」という制度は、非常時用として臨時に用意する囲い人馬とは違って、御朱印・御証文人馬 

の使用が疲労したときの予備として用意する付き添う人馬のことである。この添人馬は全くの名目で、 

御定
おさだめ

人馬として定められた数以上に添人馬として多めに徴発することができ、実際には御朱印・御定 

人馬と同様に無賃で使用され、徴発する大名側にとってはうまい話であったため、俗に「御馳走人馬」 

とも呼ばれた。 

・不法な手段で荷物の目方を超過させて、あたかも正規の目方として正規の賃銭で宿継させた。 

《幕府の取り締まり》 

幕府は上記の不正に対して宝
ほう

永
えい

４年（1707）に宿
しゅく

手代
て だ い

の役人の派遣によって監視にあたらせたが効果 

をあげられなかった。 

 寛
かん

保
ぽう

３年（1743）に幕府は日光道中の千住宿と宇都宮宿に貫目
か ん め

改 所
あらためしょ

を設置して過貫目（重量超過 

違反）を取り締まった。それでも裏では大名からの付け届けなどを通して過貫目や不法な宿継の黙認も 

相変わらずにみられ、越ヶ谷宿などの宿場、宿場では困り果てていた。取り締まりの対象が大名や公家 

などであったから、なかなか取り締まりが行き届かなかったのである。 

 

【「越ヶ谷宿のおはなし」に関する主な参考文献】 

「越谷市史一」（市史編纂室）、「日光街道繁昌記」（本間清利著）、「わが町の歴史・越谷」（本間清利著）、 

「近世宿駅の構造―日光道中・越ヶ谷宿の場合―」（本間清利著）、「日光道中草加宿」（横山正明著）、 

「平成２１年度埼玉県教育委員会長期研修教員報告・地域を見る目を養う教材開発の工夫 

―越ヶ谷宿の成り立ちと街道を行き交う人々に着目して―」（平成２２年３月、小峰俊章著）、 

「日光街道越ヶ谷宿の町並形成と境界構造」（明大科学技術研究所紀要、松本勝邦・古川和典）、 

「新編武蔵風土記稿」、「越ヶ谷瓜の蔓」、「大沢猫の爪」、「大沢町古馬筥」、「宿村大概帳」 

「日光道中の人馬継立負担」（丹治健蔵著） 


